別表第１（指導要綱第２７条の２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温泉飲用水質基準
	分類
	項目
	基準

	細菌学的項目
	一般細菌
	１mLの検水で形成される集落数が１００以下であること。

	
	大腸菌群
	検出されないこと。※１

	
	全有機炭素
（TOC）
	５mg/L以下であること。

	環境省設定項目
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひ),砒)　素
	総摂取量として、０．１mg/日以下であること。

	
	銅
	　　〃　　　　　２　　　　　　　〃

	
	ふっ素
	　　〃　　　　　１．６　　　　　〃

	
	鉛
	　　〃　　　　　０．２　　　　　〃

	
	水銀
	　　〃　　　　　０．００２　　　〃

	
	遊離炭酸ガス
	　　〃　　　　　１０００mg/回以下であること。

	その他の項目
	ＰＨ値
	４以上９未満とする。

	
	臭気、味、
色度、濁度
	異常でないこと。


　※１　大腸菌群は、温泉利用基準（昭和５０年７月１２日（最終改定：平成１９年１０月１日）、環境庁自然保護局長通知）の大腸菌群の試験方法Ⅰの場合は検水５０mL中、試験方法Ⅱの場合は検水１００mL中であること。

　※２　ろ過、消毒等の処理を行わないものであること。
